
● 新「標準約款（R6.3.22告示）」の施行に伴う約款・運賃の手続きについて
● ｢トラック運送業界における不正改造車排除運動｣ の実施について
● 優秀運転者顕章候補者の推薦について
● 「令和6年度第１回運行管理者試験」実施のご案内
● 適正化事業実施機関からのお知らせ（今月のテーマ 「車輪脱落事故防止対策について」）

● 兵庫の交通
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9 「令和6年度第１回運行管理者試験」実施のご案内
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10 天狼会　5月定例会を開催しました

委員会だより
11 令和6年度第1回物流政策・交付金委員会を開催しました

陸災防のページ
12 はい作業主任者技能講習会のお知らせ
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17 協会日誌
18 適正化事業実施機関からのお知らせ

今月のテーマ　「車輪脱落事故防止対策について」

「標準的な運賃」を活用するための
運賃・料金の変更届出はお済みですか！

～まずは届出を～

〈兵ト協会員届出状況〉 （令和６年３月末日現在）

該当会員数 届出件数 届出割合

1615社 650社 40.2％

※届出割合は全国ワースト１位



事務局からのお知らせ
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行政からのお知らせ

総務省

そのスマホやBluetoothイヤホン、
技適マークついてる？

総務省　近畿総合通信局　

総務省では、皆様がいつも快適に電波を利用できるよう、電波利用環境の保護に取り
組んでいます。

近年、インターネット等の通信販売により、スマホと車のオーディオを接続して音楽
等を楽しむＦＭトランスミッターや長距離通信ができるトランシーバー等の外国規格の
無線機器が流通しています。手軽に購入できる製品でも、日本の法令に合致しない規格
の無線機器を国内で使用すると電波法に違反し、処罰の対象となります。

＜電波の３つのルール＞
１．無線機器を使用の際は「技適マーク」の確認を
２．外国規格の無線機器にはご注意ください
３．電波の利用には、原則、免許が必要です
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全ト協
｢トラック運送業界における不正改造車排除運動｣ の実施について

国土交通省を中心に「不正改造車を排除する運動」が展開されますが、全日本トラック協会・
兵庫県トラック協会においても、「トラック運送業界における不正改造車排除運動」を実施いた
します。

会員各位におかれましては、実施要領・細目に基づいて本運動に取り組んでいただき、重点
排除項目及び基本排除項目に留意するとともに、各事業所での取り組みに ｢不正改造防止自主
点検票｣ を活用するなど、この機会に不正改造についての認識を深め、不正改造を排除し、車
両の安全確保及び環境保全を図っていただきますようお願いいたします。

令和6年度「トラック運送業界における不正改造車排除運動」実施要領（抜粋）
令和６年４月26日　（公社）全日本トラック協会

１　目　　的
我が国の交通事故の発生件数等の現状を見ると、依然として改善が求められる状況であ

り、暴走行為、過積載等を目的とした不正改造車は、安全を脅かし道路交通の秩序を乱すと
ともに排出ガスによる大気汚染、騒音等の環境悪化の要因の一つとなっている。このような
状況に鑑み、国土交通省を中心とした「不正改造車を排除する運動」が展開されるが、ト
ラック運送業界としても、トラックに対象を絞り、全国的に不正改造車を排除するために、
各都道府県トラック協会の協力を得て、積極的な運動を展開する。

２　実施期間
｢不正改造車排除運動｣ は年間を通じた運動とするが、地域の事情や要請を考慮して各都道

府県トラック協会が設定する１ヶ月間を強化月間とし、特に重点をおいて運動を実施する。

　　※  近畿運輸局管内では、６月を「不正改造車排除強化月間」として一層強力に取り組み
　　　ます。

３　不正改造項目
《重点排除項目》

⑴　タイヤ及びホイール（回転部分）の車体外へのはみ出し
⑵　灯光の色が不適切な灯火器及び回転灯等の取付け並びに保安基準上、装備が義務化さ

れている灯火器（例：側面方向指示器）の取外し
⑶　前面ガラスならびに運転者席及び助手席の窓ガラスへの着色フィルム等の貼付（貼付

状態で可視光線透過率70％未満）
⑷　マフラーの切断・取外し及び騒音低減機構を容易に取外せる等の基準不適合マフラー

の装着
⑸　大型貨物自動車の速度抑制装置の取外し、解除又は不正な改造、変更等
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《基本排除項目》

⑴　直前直左の周辺状況を確認するための鏡、又はカメラ及び画像表示装置の取外し
⑵　前面ガラスへの装飾板の装着
⑶　土砂等を運搬するダンプ車の荷台にさし枠の取付け及びリアバンパ（突入防止装置）

の切断・取外し
⑷　基準外のウイング（エア・スポイラ）の取付け
⑸　シートベルト警報装置を解除する用品等の取付け
⑹　不正な二次架装

令和６年度「不正改造車を排除する運動」実施細目（抜粋）
令和６年４月　国土交通省 近畿運輸局

（近畿地方版）

○ 近畿運輸局管内では、令和６年度の６月を「不正改造車排除強化月間」とし、積極的な広報         
　活動、関係機関と連携した排除運動に取り組むこととする。

○ 近畿運輸局管内における本運動の名称並びに標語
・名称：『不正改造車を排除する運動』
・標語：『不正改造車を作らない！！ 乗らない！！』及び『不正改造は犯罪です！！』

各事業者別実施事項
貨物自動車運送事業者・陸送事業者・ダンプカー使用者及び関係団体《（一社）近畿トラック
協会、自家用自動車団体近畿協議会（自家用協会）、（一社）大阪自動車回送協会 等》

⑴　不正改造車の排除のための啓発等
①　運送事業者団体においては、荷主団体等に対し、不正改造車等 （特に速度抑制装置 （ス

ピードリミッター）及び過積載を誘発する改造（さし枠の取付けなど）に係るもの。）を
使用する運送事業者を利用することのないよう要請する。

②　自家用協会においては、一定数以上の自家用自動車を使用していることにより選任さ
れている整備管理者に対して、整備管理者講習の受講等により不正改造防止を含めた整
備管理業務が適切に遂行されるよう、各運輸支局と連携して周知に努める。

⑵　不正改造車の排除のための情報収集等
不正改造車や不正改造施工業者等に関する情報等を入手した場合には、近畿運輸局又は

各運輸支局等に積極的に情報を提供する。
⑶　不正改造車の排除のための取締り等

１）  従業員に対する指導
従業員に対して、｢不正改造はやってはならない・犯罪であること｣ など不正改造に対    

する認識浸透を図り、法令遵守のための指導を行う。
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２）  適正な車両の運行の徹底
運送事業者等においては、不正改造及び不正二次架装の防止に努める等車両管理の徹

底を図り、適正な車両による運行を実施する。また、不正改造及び不正二次架装が行わ
れた車両がある場合には、改修を行い運行の用に供する。

３）  自主点検の実施
事業所ごとに運動実施責任者を選任し、運動実施責任者又は整備管理者等により、車両

管理体制及び従業員等の車両を含む所有車両等について定期的な自主点検の実施に努め
る。（参考：別添「不正改造防止自主点検票」）

なお、運動実施責任者は、事業者又は事業所の責任者等従業員を監督する地位を有する
者の中から選任すること。
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事務局からのお知らせ
優秀運転者顕章候補者の推薦について

全日本トラック協会では、標記顕章を例年の通り実施する旨の通知がありましたので、下記
顕章規程により候補者をご推薦下さいますようお願い申し上げます。

記

◎目  的

人命を尊重し安全運転を心がける優秀な運転者に対し、無事故の誇りをもたせ他の模範と
するとともに、交通道徳の高揚と安全意識向上を図り、社会的に寄与することを目的とする。

◎選考基準

１．現在運転者であって、運転者であった期間を通算して次の各号に定める期間、無事故で
あり、かつ無違反であった者とする。（開始年月日から令和６年５月末までの期間）
①金十字章…満20年以上

　　 （ただし、そのうちトラック運送事業の運転者として１５年以上とする）
　　 （無事故・無違反開始年月日　平成16年６月１日以前）

②銀十字章…満10年以上
　　 （ただし、そのうちトラック運送事業の運転者として７年以上とする）
　　  （無事故・無違反開始年月日　平成16年６月２日～平成26年６月１日まで）

２．上記の無事故、無違反であった者とは次の各号に定める者以外の者とする。ただし、自
己の責に帰すべき理由によらない事故は無事故とする。
⑴　人身に係る事故を起こした者
⑵　物損事故で損害額１万円を超える事故を起こした者
⑶　事故または違反により罰金以上の刑に処せられた者
※推薦書に運転記録証明書・無事故無違反証明書等の添付は不要です。
※現に章を受けている者は、再び同種の章及び下位の章を受けることはできません。
※同一の受章候補者について、同時に金十字章と銀十字章を推薦することはできません。

◎推薦方法

⑴　推薦者は、金・銀それぞれの推薦用紙に記入し、各章ごとにまとめて下さい。
⑵　ふりがな、氏名、生年月日、事業者名称、無事故・無違反期間、運転免許証番号を必ず

入力して下さい。
⑶　過去に受章されている方は、その章の種類と受章した年を備考欄に必ず入力して下さい。
⑷　推薦書 右上に 担当者の氏名、事業所名、住所、ＴＥＬ、所属支部名を必ず入力して下さい。

◎締め切り　　　　　　令和６年７月16日（火）

◎提 出 先　 　　　　　 〒657-0043
　及び方法　　　　　 　 兵庫県神戸市灘区大石東町２丁目４－27 

（一社）兵庫県トラック協会　総務部まで 
TEL : ０７８－８８２－５５５６ 
E-mail : y-matsumoto@hyotokyo.or.jp 
※提出は、兵ト協ホームページの優秀運転者顕彰候補者推薦書ファイ
ルをダウンロードし、入力のうえ、エクセルで上記メールアドレスへ
送付してくださいますようお願い申しあげます。
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「令和6年度第１回運行管理者試験」実施のご案内
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天狼会のページ
天狼会　5月定例会を開催しました

今回は少し趣向を変えて、女子会風にフリートークにしてみました。

普段の定例会では、勉強会や研修会などを中心に開催していますが、みんなで色々な話が出

来る定例会もいいのではとの意見があったので、今回はフリートークにしました。

普段聞きたくても聞けない会社の資産運用や、人手不足解消にどのような求人をしているの

か等様々な話が出ました。

初の試みでしたが、終始和やかに話が出来、有意義な時間になりました。

このように、天狼会では会員相互の親睦を図り事業繁栄、業界発展を目指しています。

興味を持たれた方、一緒に活動をしてもらえる方は、お気軽にお試しで参加してください。

お問い合わせ　　　　　　　　　
一般社団法人兵庫県トラック協会
総務部　杉本　まで　　　　　　

インスタグラム、フェイスブックもアップしています。 　　　　　　　　　　　　　　　　
ぜひ 1 度見て下さい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　フェイスブックアカウント  
      https://www.facebook.com/SiriusHTA
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（西宮支部）

令和6年度第1回物流政策・交付金委員会を開催しました

日　時　　令和₆年₅月₉日（木）　
場　所　　兵庫県トラック総合会館

尾上副会長他、合計委員21名が出席し、下の議題は全て承認されました。

議　題

　１．令和₆年度運輸事業振興助成交付金事業会計補正予算（案）について

　２．令和₅年度運輸事業振興助成交付金事業報告について

　３．令和₅年度運輸事業振興助成交付金事業会計及び交付金事業運営関連の特別会計

　 　に係る決算報告

　　　ア　収支計算書等について

　　　イ　貸借対照表について

　　　ウ　正味財産増減計算書について

　４．第 47 回近代化基金融資公募状況について

　５．その他

　　　ア　令和₆年度トラック関係施策に関する要望と結果について（全ト協）

　　　イ　その他
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労働安全衛生法に係る技能講習のご案内� 〈兵庫労働局登録教習機関［兵労基安登録第14号］〉

 はい作業主任者技能講習会のお知らせ
陸上貨物運送事業労働災害防止協会 兵庫県支部

「はい」とは、荷の保管、仮置、検数、薫蒸などを行うために倉庫、上屋または土場に積み重ね
られた荷（小麦、大豆、鉱石等のばら物を除く）の集団をいいます。

高さが２メートル以上の「はい」作業（荷役機械の運転者のみによって行われるものを除く）を
行っている事業場では労働安全衛生法第14条によるはい作業主任者の資格を取得させ、そのう
ちから「はい作業主任者」を選任して作業をしなければなりません。

１．講習日時・会場 注：当日は８時45分より受け付けします。

講習日時
１日目 2024年７月25日（木） ９時～17時（座学講習）

２日目 2024年７月26日（金） ９時～17時 （座学講習、修了試験）

講習会場
兵庫県トラック総合会館 ３階会議室

　神戸市灘区大石東町２丁目４－27
※受講者の為の駐車場はありません。

２．受�講�料

受  講  料 テキスト代 合　　計

兵ト協会員 7,700円
（内消費税10％　700円）

無　料
（陸災防兵庫県支部負担）

7,700円
（内消費税10％　700円）

非　会　員 7,700円
（内消費税10％　700円）

1,650円
（内消費税10％　150円）

9,350円
（内消費税10％　850円）

３．受講資格

「はい」付け又は「はい」くずしの作業に３年以上従事した経験を有する方。

※　受講申込書に実務経験証明書が付随しています。証明者の職氏名（事業場の代表又
は責任者の方）の記入及び、押印（丸印）が必要です。（角印は認められません。）

４．申込要領

（１） 陸運労災防止協会兵庫県支部事務局へ定員枠の空き状況を電話で確認し、必ず予
約受付を行ってから次の①～④を現金書留で次の申込先に郵送して下さい。
予約受付�及び申込書受付期間

２０２４年６月４日（火）～２０２４年７月1９日（金）必着

ただし、期間にかかわらず定員に達し次第締め切ります。
（定員に空きがあれば、前日まで受付可能ですので、お問合せ下さい。）

①　受講申込書（Ａ４サイズにコピーまたは、切り取ってご使用して下さい。）
②　証明写真２枚（サイズ縦 3.0㎝、横 2.5㎝）

※　合格された場合の修了証に使用します。スキャナーで画像処理しプラス
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ティックカードにカラー印字いたしますので、スナップ写真、カラーコピー

等画像の不鮮明なものは使用できません。

証明写真２枚の内うち１枚は、①の受講申込書に貼り付けて下さい。
※　写真の裏に氏名を記入して下さい。

③　運転免許証の写し（住所変更している場合は、裏面必要）
④　受講料

納入された受講料等は、受講票を発行した以後は、一切返金いたしません。
受講票は、申込書到着後約１週間程度で所属事業場宛てに郵送いたします。
（申込先）

〒657－0043　神戸市灘区大石東町２丁目4－27 兵庫県トラック協会内
陸運労災防止協会兵庫県支部

電 話（078）８８２－５５５６
※　持参される場合の受付時間は、10時～17時 （12時～13時は除く）。

５．持 参 品

受講票・筆記具（えんぴつ・消しゴム・ボールペン）
６．修 了 証

法定の講習時間を受講し、修了試験に合格した方には、後日、修了証を郵送いたしま
す。
２日のうち１日でも欠席の場合は不合格となります。

７．留意事項

修了試験において不合格となり基準点以上であった場合、追試験を１回のみ受験する
ことができます。

追試験を希望される場合は、受験料2,200円（税込）が必要となりますのでご留意下さ
い。（追試験は、後日実施します。）
受講者の為の駐車場はありませんので、公共交通機関の利用をお願いします。

至灘 ＪＲ西日本
ＪＲ六甲道駅

至住吉

至神戸 国道２号線

国道43号線

至大阪

至大石 至石屋川

至神戸 至大阪

メイン六甲ロータリー

ウェルブ六甲道2番街

銀行

歩道橋
銀行

関西
スーパー

六甲道
南公園神戸市環境局

灘事業所

兵庫県
トラック
総合会館

※利用交通機関
　ＪＲ六甲道駅から徒歩約10分
　阪神新在家駅から徒歩約５分

大石東第２住宅
シルバーハイツ
大　石　東

灘
区役所

グランド六甲
（ボウリング）

ベルコ
シティ
ホール

たばこ 公園

公園

阪神電鉄

烏帽子中学校

マンション

ダイエー

阪神新在家駅

ダイハツ

灘
郵
便
局

スーパートーホー

はい作業主任者技能講習会場
兵庫県トラック総合会館

神戸市灘区大石東町２丁目４番２７号
ＴＥＬ（ ０７８ ）８８２－５５５６
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様式  4 受付番号

受講申込書

はい作業主任者技能講習会
修了証台帳

 写真貼付し  

 て下さい。  

縦 3.0ｃｍ 

 横 2.5 ｃｍ

ふ  り  が  な　 旧姓を使用した氏名又
は通称の併記の希望の
有無 

✓□（ 印）

□  希望する　　□  希望しない

   氏 名 氏名又は通称

修 了 証 番 号 ※

生  年  月  日　 年 月 日生 交 付 年 月 日 ※

現　住　所　

(修了証に載ります)

 〒  

電話（携帯電話）  

 勤務先
所在地

 〒  

電話 ＦＡＸ

  名　称

本人確認 ※

 （注） ※以外は申込者において全部記載すること。
旧姓の併記は戸籍謄本、通称の併記は住民票又はそれに類する証明書を添付。 
ご記入いただいた個人情報は、当講習会の実施及び修了証交付の為のみに使用します。

証　 　明　 　書

  受講者氏名 ㊞

日まで
上記の者は、はい付け又ははいくずしの作業に

年　　  月　　　日から　　　　 年　　　月
３年以上従事した経験を有する者であることを証明します。  

　月　　日年　  
 事業者名  

 代表又は責任者  ㊞

書替・再交付年月日 ※ 年　 　月 　　日 本人確認書類 ※



燃料価格情報
軽油は兵庫県下で買いましょう

区 分
集計月

ロ ー リ ー 組 合 カ ー ド ス タ ン ド
平 均 平 均 平 均 平 均

令和５年５月 112.78 115.16 120.12 120.18
令和５年６月 112.05 114.35 115.80 123.80
令和５年７月 115.16 117.71 122.34 127.62
令和５年８月 117.71 119.93 121.28 128.36
令和５年９月 125.58 128.21 129.91 135.93
令和５年10月 120.64 125.99 134.05 131.52
令和５年11月 112.33 112.78 123.42 130.45
令和５年12月 113.99 116.52 120.33 126.90
令和６年１月 114.90 119.84 123.25 129.47
令和６年２月 115.52 119.75 123.34 127.51
令和６年３月 116.06 120.44 126.41 125.74
令和６年４月 115.83 119.90 124.00 125.36
令和６年₅月 115.79 121.09 123.31 125.64

年間平均 116.03 119.36 123.66 127.58

※前月分の価格データを集計しています。 （消費税抜き）

軽油価格年間推移表（兵ト協調べ） （単位：円／㍑）

軽油「元売別」購入価格表（令和６年₄月末現在） （単位：円／㍑）

軽油価格年間推移表（兵ト協調べ） （単位：円／㍑）

区分
元売名

ロ ー リ ー 組 合 カ ー ド ス タ ン ド
平 均 平 均 平 均 平 均

J X T G 117.83 124.13 120.76 125.65
出 光 114.23 124.10 126.50 129.30
コ ス モ 114.43 119.20 124.00
三 井 113.50
そ の 他 114.85 118.43 129.00 123.80
総 計 115.79 121.09 123.31 125.64
6
／
3

全国平均 114.65
調査なし

124.17 124.21
近畿平均 115.42 124.88 123.79

（消費税抜き）
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◎ 口　座　番　号
◎ 口　　座　　名

入会届
入会年月日 支部名 種別 会社名 代表者名 主たる連絡先

₆.４.25 東播 一般 　 ㈲　 鋼　　 村 里 和 孝 〒676-0824　　　　　　　  
高砂市阿弥陀町南池30-1

 TEL   079-451-9685 
FAX   079-451-9686

４.26 東部 一般
利用 ㈱ ア ネ ー ラ 横 田　　 修 〒563-0043　〒563-0043　

大阪府池田市神田3-3-5-103 大阪府池田市神田3-3-5-103 
 TEL   072-751-2108 
FAX   079-751-2306

４.30 明石 一般 ㈲トラストライン 小 椋 弘 志 〒675-1112　　　　　　　  
加古郡稲美町六分一1350 

 TEL   079-441-9801 
FAX   079-441-9802

５.７ 丹有 利用 ㈱ T -  F o r c e 阿 部 静 香
〒669-1535 
三田市南が丘2-14-37
サンマルコ壱番館2-1号室

 TEL   079-555-6990 
FAX   079-555-6350

５.20 西神戸 利用 旭 食 品 ㈱ 竹 内 孝 久 〒654-0161 
神戸市須磨区弥栄台2-5-4 

 TEL   078-797-8593 
FAX   078-797-8561

５.21 東部 一般 ㈱ ホ ク ト ス 堀 口　 博 基 〒564-0051　　　　　　　  
大阪府吹田市豊津町10-26 

 TEL   06-6310-7625 
FAX   06-6310-7608

退会届
退会年月日 支部名 種別 会社名 代表者名

₆.４.22 西播 一般 ㈲ 上 西 商 店 上　西　　勝　也

４.30 東神戸 一般 ㈱ 檜 垣 運 送 檜　垣　隆 一 郎

変更届
会員名簿
ページ数 変更事項 旧 新

41 代表者 東 和 運 輸 ㈱
東 良 　 琢 磨 坂 野  　 修

57 代表者 白栄物流システム㈱
柴 田 　 秀 昭 石 井 　 雄 一

81 代表者 神 戸 山 口 運 送 ㈱
林 　 　 賢 行 片 岡 　 正 紀

157 代表者 中 谷 運 輸 ㈱
中 谷 　 正 憲 帽 田 　 泰 輔

160 住所
TEL/FAX

  ㈱　悠  〒678-0081
 相生市緑ヶ丘1-9-7  相生市若狭野町入野字入鹿渕1108-2

 TEL   0791-22-1735 
FAX   0791-23-4017

 TEL   0791-25-5948
FAX   0791-25-4752

兵ト協ニュースのバックナンバーはホームページの下記ＵＲＬからご覧になれます。
https : //www.hyotokyo.or.jp/general-public/hyotokyo_back_number.html
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月日 行事名 場所 月日 行事名 場所

5・₆ 兵ト協　取扱部会　役員会 兵 ト 協 ₆・₆ 兵ト協  取扱部会  正副部会長、監事合同会議、役員会 兵 ト 協
₇ 自動車関係団体連絡会議 自動車会館 ₇ G マーク申請に係る相談会 西部研修

センター

₉ 兵ト協　物流政策・交付金委員会 兵 ト 協 兵ト協　百貨店部会　役員会・総会 馨 林
兵ト協　但馬支部総会 和 田 山 生 涯

学 習 セ ン タ ー 天狼会　総会 有馬離宮
10 外国人特定技能制度に関する説明会 全 ト 協 神戸市危険物安全協会総会 中央区文化センター

兵ト協　兵庫支部総会 海 松 10 兵ト協　食品部会　正副部会長・監事会議 兵 ト 協
11 兵ト協　明石支部総会 明石支部 11 兵ト協　ダンプ部会　研修会 兵 ト 協
13 兵ト協 重量・鉄鋼部会 正副部会長・監事合同会議、役員会 兵 ト 協 近ト協　幹事会 大 ト 協
14 2024 年度安全性評価事業（Ｇマーク）に係る説明会 西部研修会館 NASVA ガイドラインセミナー 兵 ト 協

兵ト協　監事監査（5.16） 兵 ト 協 自動車関係団体連絡会議 自動車会館
15 天狼会　定例会 兵 ト 協 KTS 正・副会長会議 都 ホ テ ル

京 都 八 条

16 兵ト協　東部支部総会 都ホテル尼崎 12 健康管理セミナー 兵 ト 協
17 2024 年度安全性評価事業（Ｇマーク）に係る説明会 兵 ト 協 就職ガイダンス ハローワーク灘

兵ト協　西宮支部総会 宝塚ホテル 13 三木会 兵 ト 協
兵ト協　東播支部総会 加古川プラザ

ホ テ ル 14 過労死等防止対策セミナー 兵 ト 協
18 兵ト協　北播支部総会 滝 寺 荘 無事故・無違反運動「チャレンジ100」令和 5 年度実施検討会及び令和 6 年度実施打合せ会議 兵庫県民会館
20 兵ト協　東神戸支部総会 ホテル竹園

芦 屋 17 兵庫県高圧ガス地域防災協議会　役員会　総会 ANAクラウンプラザ
ホ テ ル 神 戸

兵ト協　タンクトラック部会　役員会 兵 ト 協 18 運輸安全マネジメントセミナー 西部研修会館
21 兵ト協　淡路支部総会 う め 丸 19 兵ト協　正副会長会議 ANAクラウンプラザ

ホ テ ル 神 戸

兵ト協　海コン部会　役員会 兵 ト 協 兵ト協　定時総会 ANAクラウンプラザ
ホ テ ル 神 戸

23 兵ト協　路線部会役員会 兵 ト 協 20 近畿交運労協交通運輸産業政策制度要求回答 ホテルグランヴィア
大 阪

兵庫県交通安全協会　監事監査 県民会館 21 兵ト協　海コン部会　通常総会 神 戸 ベ イ
シェラトンホテル

24 尼崎運輸事業協同組合総会 都ホテル尼崎 運輸安全マネジメントセミナー 西部研修会館
兵ト協　西神戸支部総会 第 一 樓 兵ト協　引越部会　委員会 兵 ト 協

25 兵ト協　丹有支部総会 三 田 市
郷の音ホール 24 近ト協　定時総会・理事会 THE THOUSAND

K Y O T O

27 兵ト協　西播支部総会 西部研修会館 27 全ト協　理事会・通常総会 第一ホテル東京
兵ト協　海コン部会　PC18 申し入れ活動 P C - 1 8 28 兵庫県交通安全協会　評議員会 楠公会館

28 兵ト協　正副会長会議 兵 ト 協 － 7 月の予定－
兵ト協　常任理事会・総務委員会合同会議・理事会 兵 ト 協 ７・11 全ト協　常任理事会・理事会合同会議 第一ホテル東京
全ト協　海コン部会正副部会長会議 ザ・プ リ ン ス

さくらタワー 12 兵ト協　タンクトラック部会　通常総会 神 仙 閣
31 巡回指導結果報告定例会議　 兵 ト 協 19 兵ト協　重量・鉄鋼部会　通常総会 第 一 樓

兵青協　役員会・評議員会・総会 神 仙 閣 20 兵ト協　ドライバーコンテスト兵庫県大会 明石試験場
神戸港 BCP 協議会　情報伝達訓練 KTS 納涼交流会（大阪） ANAク ラ ウ ン

プラザホテル大阪

－ 6 月の予定－ 23 運行管理者試験事前講習会 兵 ト 協
₆・₃ トラックの日の行事検討プロジェクト会議 兵 ト 協 24 運行管理者試験事前講習会 西部研修会館

兵庫県交通安全協会　理事会 楠公会館 26 兵ト協　ダンプ部会　通常総会
４ プラン２０２５目標達成 フルセミナー 兵 ト 協 29 運行管理者試験事前講習会 兵 ト 協
₆ 全ト協　理事会 全 ト 協 31 運行管理者試験事前講習会 西部研修会館

兵ト協ニュースのバックナンバーはホームページの下記ＵＲＬからご覧になれます。
https : //www.hyotokyo.or.jp/general-public/hyotokyo_back_number.html
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■今月のテーマ「車輪脱落事故防止対策について」■今月のテーマ「車輪脱落事故防止対策について」

　令和₅年10月より、大型車両（車両総重量₈㌧以上）の車輪脱落事故防止に向けて、行政処
分等が強化されましたので、その内容を解説いたします。

行政処分等による日車数等の改正について　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（令和₅年10月₁日施行）
　車両総重量₈㌧以上のトラックで、ホイール・ナットの脱落などの車輪脱落事故を起こすと、
行政処分等により車両の使用停止（初違反20日車・再違反40日車）になります。さらに、₃
年以内に再び大型車両の車輪脱落事故を起こすと、整備管理者が解任される等、大きな損害を
被る可能性があります。
　しかしながらこの改正においては「車輪が脱落した要因に事業者の関与が無く、事業者
による点検整備が確実に行われていることの証明があった場合を除く。」とあります。つ
まり、適切に点検・整備を行い、かつその記録を保存しておく必要がある、ということです。
事故はいつも突然、不意に発生するものです。万が一の場合に備え、適切な点検・整備を実施し、
事故・行政処分のリスクを排除しましょう。

車輪脱落事故の傾向について
　令和５年９月の国土交通省自動車局の発表によると、令和₄年度の大型車の車輪脱落事故件
数は140件で、前年度より17件増加しており、近年は増加傾向にあります。なお、140 件のうち
大型バスの事故は₂件で、ほとんどが大型トラックによる事故でした。事故発生の時期として
は12月が最多で、全体の53％が車輪脱着後１か月以内に発生しています。車歴別の発生件数で
は、初度登録から₄年を経過した車両で多く、脱落箇所の94％が左後輪です。
　このデータを参考に、自社の点検・整備ではどの車両、どの時期に特に注意するべきかを念
頭に置いて実施して下さい。

整備管理者による適切な管理について
　整備管理者はタイヤの脱着に際して「タイヤ脱着時の作業管理表（大型車）」を保存・管理す
る必要があります。タイヤ脱着作業は整備工場等に実施させることが可能ですが、その場合で
あっても、前述の管理表の写しを営業所及び車両に保存し、整備管理者がその内容を把握して
おくことが求められます。さらに、タイヤ脱着後50㎞～100㎞走行後には、必ず「増し締め」
を実施し、その内容を「タイヤ脱着・増し締め作業 管理一覧表」等により記録・保存して下さ
い（整備工場等による実施も可）。

点検整備の資料について
　日常点検を運転者等が行う場合には、運転者等が適切に点検を実施できるよう、点検方法・
異常の例示・異常時の対応等についてしっかりと指導して下さい。
　事業者や整備管理者が整備の重要性を認識し、必要な事項を点検実施者に周知・徹底するた
めにも、図や写真を使用した資料を積極的に活用し、指導を実施して下さい。次頁に示した資
料の他にも各団体から分かりやすい資料が公表されておりますので、ぜひお役立て下さい。

担当：適正化事業指導員　髙橋 　豪



●「ホイール脱着後は増し締めを確実に！」チラシ　（一般社団法人日本自動車工業会）　　　　

●「依然として後を絶たない！車輪脱落事故」チラシ

（公益社団法人全日本トラック協会）

出典：国土交通省（令和4年度大型車の車輪脱落事故発生状況と傾向分析について）

●「ホイール・ナットの緩み一目瞭然　防ごう！
車輪脱落事故」チラシ

（一般社団法人日本自動車工業会）
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